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（２） 芳賀町における社会実験について

 ２．次年度の実証実験計画について

資料６

芳賀町



① 移動実態の把握 （民間プローブデータの分析）

分析①：ＬＲＴ開業前後の移動時間の比較
・開業前後で移動時間の変化を確認
・全体の移動時間には端末交通利用区間（自宅⇒ＴＣ）の移動距離など
の要因が影響している可能性がある

分析②：Ｐ＆Ｒ利用者の位置関係の分析
・芳賀ＴＣのＰ＆Ｒ利用が近距離が多いことを確認

分析③：潜在需要の把握
→宇都宮市⇔芳賀町間の自動車移動を確認

（公共交通利用に転換する潜在需要）
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１） 移動実態の把握 （シェアサイクル実証実験）

芳賀町が本協議会での社会実験
に先立ち独自に実験！

●期間
令和６年４月２０日から令和７年２月２８日まで

●設置車両
電動アシスト自転車 １０台

●ポート（駐輪場）の場所
○芳賀工業団地トランジットセンター
○道の駅はが
○芳賀町役場
○かしの森公園
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１） 移動実態の把握 （シェアサイクル実証実験）

割合(％)利用者数(人)年代

3.78不明

4.61010代

23.55120代

19.84330代

26.35740代

16.63650代

4.61060代

0.9270代

100.0217計

（集計期間：R6.4.20～R6.12.31）

１ 月別利用者数

３ ポート発着数

・ 実験開始～11月までは20～40人程度の利用であった。
・ ポートを増設したこともあり、12月の利用者数は60人程度に
増えている。

・ 利用者の年代は、20～50代の方が多くを占め、
40代の利用が最も多い。

・ トランジットセンターの利用が多い。

道の駅からの利用者のうちの多くがトランジットセンターに
向かっている。

2 年代別実利用者数
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計かしの森公園芳賀町役場道の駅芳賀TC発着場所

19811281104芳賀TC

88122659道の駅

61302芳賀町役場

10100かしの森公園

110その他

294318108165計

株式会社Luupからデータ提供を受けて芳賀町が集計
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１） 移動実態の把握 （シェアサイクル実証実験）

割合(％)利用者数(人)利用時間

11.93515分未満

54.816115-30分

10.93230-45分

6.51945-60分

5.41660-90分

3.41090-120分

7.121120分以上

100294計

割合(％)利用者数(人)走行距離

22.365-2.5ｋｍ

38.11112.5-5.0ｋｍ

24.7725.0-7.5ｋｍ

4.5137.5-10.0ｋｍ

5.21510.0-12.5ｋｍ

0.7212.5-15.0ｋｍ

4.51315.0ｋｍ-

100291計

5 走行距離別利用者数4 時間別利用者数

・ 30分以内の利用が6割以上を占める。
120分以上の利用もあり、一般的な都市部に比べて
利用時間が長い。

・ 7.5ｋ以下の利用が8割以上。2.5～5.0ｋｍの利用
が最も多い。
15.0ｋｍ以上の利用もあり、一般的な都市部に比べて
移動範囲が広い。

（集計期間：R6.4.20～R6.12.31）

移動実態の把握から
・端末交通の充実は改めて重要
・交通結節点（トランジットセンターなど）までの距離に応じて利用される交通
モードは異なる

⇒限られた施設を有効に活用するのには、利用に適した交通モードが必要5



１） 移動実態の把握 （駐車場の利用状況）

出典： （令和6年6月3日） 第38回「芳賀・宇都宮基幹公共交通検討委員会」資料抜粋
https://www.city.utsunomiya.lg.jp/_res/projects/default_project/_page_/001/006/078/231127shiryou2.pdf

宇都宮市作成
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２） 高齢者の自動車運転に係る聞き取り調査について
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芳賀町による聞き取り調査
調査日 令和６年12月５日（木）
調査対象者 54人

【結果概要】

●70歳以上の高齢の方の約７割が
自分で運転

●慣れた町内の運転に不安はない
（約９割が回答）

●町外（特に宇都宮市内）の運転は不安
（約７割が回答）

●運転に不安を抱く方が公共交通の導入
に期待（約９割が回答）

⇒高齢者の安全な移動を支援する
交通手段が必要

する
70.4%

しない
29.6%

ある

10.5%

ない

89.5%

ある

65.8%

ない

34.2%

する

88.0%

しない

12.0%

③車の運転をする

④（車の運転をする方）
町内での運転に不安がある

⑤（車の運転をする方）
町外（特に宇都宮市内）

での運転に不安がある

⑥（運転に不安がある方）
町外からTCまでの公共交通

（バス以外）の導入を検討
しているが利用するか



３） 芳賀町の公共交通の課題

町中心部への南北方向の移動手段が脆弱

⇒芳賀町中心部へ結ぶ南北方向の公共交通が必要

清原
ＴＣ

益子方面

真岡方面

宇都宮方面

清原ＴＣへ

市貝茂木方面

芳賀工業団地ＴＣ

芳賀町を支える主な公共交通

ＬＲＴ（ライトライン）
宇都宮市へのアクセスの中心的役割
を担う東西基幹公共交通

民間バス路線

東西の移動を支える路線バス
・茂木、市貝～芳賀TC、
宇都宮方面へのアクセスを担う
・益子、真岡～芳賀町～
宇都宮方面へのアクセスを担う

デマンド交通運行エリア
ドアツードアの運行により
町内全域の日中の移動をカバーする
乗合型のデマンドタクシー

町中心部
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社会実験の検討状況
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・端末交通を充実させることで、移動における公共交通の分担率の増加
・周辺道路NWの交通混雑の緩和・旅行速度の増加等

Ｒ７ 実証実験の方向
（２次交通）
①近距離に対応した移動支援モビリティの検討
【実験対象】公民館等自宅近隣の交通結節点⇔トランジットセンター

②中・長距離に対応した安全運転システム搭載のカーシェアリングの検討
【実験対象】交通結節点間（芳賀ＴＣ⇔道の駅はが等）

（３次交通） 
③芳賀町中心部を結ぶ南北方向の適した公共交通の検討
【実験対象】自宅近隣⇔交通結節点（道の駅はが）

１）限られた施設を有効に活用するのには、利用に適した交通モードが必要

２）高齢者の安全な移動を確保する交通手段が必要

３）芳賀町中心部を結ぶ南北方向の公共交通が必要

移動距離に応じたＰ＆Ｒの最適利用を
図り、限られた交通結節点を有効に活用
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次年度の社会実験の内容について

〇 Ｒ７芳賀町が社会実験で行う事業

①移動支援モビリティの実証実験（２次交通の強化） ※芳賀TC
・P&Rの距離に応じた最適利用、高齢者の安全な移動を支援

②カーシェアリング実証実験（２次交通の強化） ※ＣＩ搭載モビリティ
・端末交通利用における、高齢者の安全な移動を支援

③移動支援バス（３次交通の強化）
・芳賀町中心部を結ぶ南北方向の公共交通が脆弱

宇都宮市内 芳賀ＴＣ

かしの森公園

町中心部
（道の駅はが）

町周辺部

町周辺部

２

3

１

※１次交通

※２次交通

※２次交通

※３次交通

※３次交通

ＬＲＴ
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次年度の社会実験の内容について

〇 Ｒ７芳賀町が社会実験で行う事業

①移動支援モビリティの実証実験（２次交通強化） ※芳賀TC

・移動支援モビリティの機能、特徴
段差に強く、半径76cmの小回り、
最高速度6km、フル充電で20km走行可、
充電は約5時間、免許不必要、
身体状態に合わせた複数のタイプを提供

・近距離移動に適したモビリティを検証

宇都宮市内 芳賀ＴＣ

かしの森公園
町周辺部

町周辺部

2

3

1

※１次交通

※２次交通

※２次交通

※３次交通

※３次交通

ＬＲＴ

町中心部
（道の駅はが）
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次年度の社会実験の内容について

〇 Ｒ７芳賀町が社会実験で行う事業

②カーシェアリング実証実験（２次交通の強化） ※ＣＩ搭載モビリティ

・公用車を活用したカーシェアリングの実証実験

・不安を抱えながら自家用車を運転している高齢者の安全な移動の支援、
町中心部⇒芳賀ＴＣ間の公共交通の利用を促進

宇都宮市内 芳賀ＴＣ

町周辺部

2

3

1

※１次交通

※２次交通

※２次交通

※３次交通

ＬＲＴ

町中心部
（道の駅はが）
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かしの森公園
町周辺部

※３次交通3



次年度の社会実験の内容について

〇 Ｒ７芳賀町が社会実験で行う事業

③移動支援バス（３次交通の強化）

・町中心部と町周辺部を結ぶ
モビリティハブの運営

・芳賀町の南北方向の移動を強化、
公共交通の利用を促進

宇都宮市内 芳賀ＴＣ

かしの森公園
町周辺部

町周辺部

2

3

1

※１次交通

※２次交通

※２次交通

※３次交通

※３次交通

ＬＲＴ

町中心部
（道の駅はが）
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